
【中学部】 

１ 実践内容 

 3 年次も合同授業である音楽と体育において ACTION シートを活用しながら主体性を引き出す

授業を目指して授業改善を図った。また、「より取り組みやすい PDCA サイクルの検討・工夫」と

いう２年次に出された課題点を踏まえ、3 年次では２年次までの実践をもとに作成した目標のリス

トや主体性を表すキーワードのリストを参考にして目標設定を行ったり、ACTION シートの様式

を見直したりした。ACTION シートの主な改善点は以下のとおりであり、一部を例として図 1～図

４に示した。 

・生徒の変化が分かるように生徒ごとのシートと、その日の全生徒の様子が分かるように授業ごと

のシートを作成した。エクセルで前者に記入すると後者にも反映されるようにした。その他、何

点か入力の手間を省くための改善を行った。 

・思考力、判断力、表現力等と学びに向かう力、人間性等については単元をまたいで主となる目標

を設定することとした。 

・音楽と体育で、教科の特徴や生徒が示す姿が違うため、記録を取りやすいようにそれぞれの教科

で ACTION シートの内容や構成を変更した。音楽は毎授業の評価は記述のみにし、記号による

評価は単元の最後のみにした。体育は 3 観点で立てた目標ごとに記録する欄を設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 音楽の生徒ごとの ACTION シート       図２ 音楽の授業ごとの ACTION シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 体育の生徒ごとの ACTION シート      図４ 体育の授業ごとの ACTION シート 
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２ 反省 

（１）成果 

〇研究テーマに関して 

昨年度までと同様、１単元４回以上の授業実践と ACTION シートを活用した PDCA サイク

ルの促進により、生徒の主体的な姿に迫ることができた。 

成果のまとめとして七人七色の主体的な姿と、その姿を引き出すために有効だったと思われ

る支援を表に示した。 

表１ 音楽における各生徒の主体的な姿とその引き出し方 

 生徒の主体的な姿 主体性の引き出し方 

Y.D. ・自分から声を出して発声練習をしたり歌ったりする。 

・発表後に満足そうな表情をする。 

・親しみやすい教材を用いる。 

・できたところを見つけて褒める。 

N.R. ・よりよい演奏に向けてどのように表現するかについて

思いや意図をもつ。 

・友達の良いところを真似する。 

・どのような演奏が良いのかが分かりやすい題材を用い

る。 

・一人ずつ発表する時間を設け、お互いに見合う。 

O.A. ・自分から曲の雰囲気に合わせて体を動かす。 

・人前で発表することを楽しむ。 

・リズムやテンポが良く、乗りやすい曲を扱う。 

・発表する場面を多く設定する。 

S.A. ・自分なりに思いや意図をもって工夫して表現すること

ができる。 

・失敗を恐れずに演奏することができる。 

・何をやっても失敗にならない教材と環境づくりをする。 

・分かりやすく見通しの持ちやすい教材を扱う。 

M.J. ・友達の様子（ダンスなど）を見て拍手をしたり笑顔に

なったりする。 

・自分から手を伸ばして楽器を鳴らしたり、歌詞をめく

ったりする。 

・友達の様子が見やすいように座席配置を工夫する。 

・興味をもてるような楽器や歌詞プリントを用意する。 

Y.K. ・曲の雰囲気を感じ取って表情を変える。 

・練習に積極的に取り組む。 

・同じ教材に繰り返し取り組む。 

・人前で発表することで達成感を得られる場を設定する。 

K.K. ・友達との演奏を楽しむ。 

・落ち着いて合奏に参加する。 

・本人の興味のもつ楽器を使う。 

・声かけや支援は必要最小限にする。 

表２ 体育における各生徒の主体的な姿とその引き出し方 

 生徒の主体的な姿 主体性の引き出し方 

Y.D. ・移動の際に走るなど動きが活発になる。 

・自分から声を出す。 

・授業で取り扱う技術を本人に合わせたものにする。 

・得意な点やうまくできた点を称賛したり、雰囲気を盛

り上げたりする。 

N.R. ・プレイのポイントを意識して取り組む。 

・周りに注目することができる。 

・端的にプレイのポイントを伝える。 

・友達への声掛けのモデルを示す。 

O.A. ・指示に素直に応じる。 

・何度も試行しようとする。 

・興味を引き出すように示範を示したり、友達の様子を

見る機会を設けたりする。 

・１人ずつ試行する機会を設ける。 

S.A. ・スムーズに活動に取り組む。 

・前向きな言葉が出る。 

・成功しやすいような設定をしたり、成功した時に称賛

したりする。 

・好きなものの視覚支援やフレーズを用いる。 

Y.K. ・やる気や喜びや悔しさを口にする。 

・プレイのポイントを意識して取り組む。 

・勝敗や得点がつく設定にする。 

・キーワードでプレイのポイントを伝える。 

K.K. ・落ち着いて活動に参加する。 

・自分で判断して行動できる。 

・活動の流れや場所を明確にする。 

・注目しやすいような視覚支援を用いる。 
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〇昨年度の課題（より取り組みやすい PDCA サイクルの検討）に関して 

「思考力、判断力、表現力等」と「学びに向かう力、人間性等」については単元をまたいで

主となる目標を設定したことにより、目標設定が容易になったり、目標に関する生徒の行動に

注目がしやすくなったりした。 

体育では、「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の観

点別に生徒の記録をとることで、多面的に生徒の実態を捉え、授業改善を図ることができた。 

音楽では、記載する内容は昨年度までよりも少なくなったが、同様の成果を出すことができ

た。 

ACTION シートの取り組みを継続することで、授業改善に対する意識が高まり、普段から授

業改善に対する職員の会話が増えた。 

〇開かれた授業研究会に関して 

体育のベースボール型球技の単元（単元名「レッツ！プレイボール！」）で研究授業を行っ

た。研究協議は、参観者が気づいた生徒の主体的な姿をシェアする形で行った。自分で目標を

決める姿、自分から仲間を応援する姿など参観者から多くの主体的な姿が挙げられた授業であ

った。岩手県教育委員会事務局学校教育課 五安城正敏 主任指導主事からは、「生徒の主体的

な姿が見られたのは、主体的な教師の取り組み（授業づくり）があったからだと感じた。」「Ｔ

１～３が連携して動いており、ACTION シートが生かされていると感じた」という助言をいた

だいた。 

 

（２）今後について 

音楽と体育以外の各教科等でも今年度までの取り組みを活かし、生徒の主体性を引き出す授業

づくりにより一層取り組む必要がある。また、音楽と体育の授業づくり、授業改善を通して深め

た教科の内容の取扱いや教科の見方・考え方を、他の教科や領域、各教科等を合わせた指導につ

いて考える際にも活かしていきたい。 

 

 

 


